
第 15 回日本語教育研究集会 

 

 

日時 2017 年 8 月 9 日（水） 

場所 名古屋大学全学教育棟 4 階 406 号室（控え室：405 号室） 

 

● プログラム 

受付開始：9：30～ 

研究発表：10：00～10：30  杉村 泰（名古屋大学） 

                痛みを表す擬態語「ビリビリ」「ジンジン」「チクチク」について 

     10：30～11：00  釜田友里江（神田外国語大学） 

                ねぎらい発話の特徴 

     11：00～11：30  泉 大輔（東京外国語大学大学院生） 

                文が前接する「感」の形式的・意味的特徴についての考察 

     11：30～12：00  リュウ・ガン・ツ・ウェン（名古屋大学大学院生） 

                日本語とベトナム語の受身文の対照研究 

（司会 鈴木智美：東京外国語大学） 

 

     （昼食） 

 

     13：00～13：30  鈴木智美（東京外国語大学） 

                サ変動詞を形成する V1+V2 型複合名詞 

                －対応する複合動詞の有無に基づく違いを探る－ 

     13：30～14：00  ムアンモンプラサート・パイロート（東京学芸大学大学院生） 

                タイ人日本語学習者の「ノダ」文の使用実態 

                －中等・高等教育における教材・多言語母語の日本語学習者横断コー

パス（I-JAS）を中心に－ 

     14：00～14：30  董 尚（名古屋大学大学院生） 

                漢語自他両用動詞の「する」と「させる」に関する一考察 

     14：30～15：00  権 裕羅（名古屋大学大学院生） 

                感情形容詞の使役表現 

（司会 木下りか：武庫川女子大学） 

 

     （休憩） 

 

     15：15～15：45  木下りか（武庫川女子大学） 

                「はず」の英訳と多義性 －『こゝろ』を例に－ 

     15：45～16：15  謝 彩婷（東京学芸大学大学院生） 

                産出レベルから見る中国人日本語学習者の外来語習得 

                －英語学習経験による影響から－ 

     16：15～16：45  何 雪梅（名古屋大学大学院生） 

                中国語の方向補語“起来”について 

     16：45～17：15  李 夢迪（名古屋大学大学院生） 

                日本語接尾辞「－化」についての研究 

（司会 許 夏玲：東京学芸大学） 


